
らくらく学校図書館 FMの画⾯ 

有限会社シンシステムデザイン 
 

1. メニュー画⾯ 
メインメニュー 

 
初期設定メニュー 

 
資料作成メニュー 

  



2. 図書分類（NDC 中分類）マスター登録 

 
 
 

3. 保管場所マスター 

 
 
 

4. 財源マスター 

 
 
  



5. 図書登録 
添付するバーコードラベルの印刷 

 
 

 
 

 
 
このラベルを図書に添付する。 
うあ拍⼦に貼ると破損しやすいので、裏表紙の内側が良いと思います。あるいはラミネート
カバーを貼る。 
 
  



図書の登録 
図書に添付した登録番号と図書カバーの裏にある ISBN コードを読み取ると、図書データ
が次の例のように⼊⼒される。 

 

 
登録した図書を⼀覧表で⾒ると 

 

 
  



請求ラベル（背表紙）の印刷 
登録済みの図書は次のような請求ラベルの印刷ができます。 

 
 
 
  



6. 利⽤者登録 

 
利⽤者登録が終わったら利⽤者のバーコード印刷をします。 

 

 

  



7. 図書の貸出・返却・予約 
貸出 
利⽤者番号と図書の登録番号をバーコードリーダーで読み込んで“貸出実⾏”ボタンを押す
と完了します。この時まだ返却されない図書がある場合は次のようになり⻩⾊は返却期限
を超えたものですので貸出時点で返却催促もできます。 

 
 
返却 
返却された図書番号をバーコードで読み取ると返却が完了します。と同時に⾒返却の図書
リストも画⾯に表⽰されます。 

 
 
 
  



貸出予約 
貸出予約は利⽤者からの予約と、図書からの予約ができます。 
利⽤者が複数の図書の予約をしたい場合は利⽤者から予約 
⼈気図書を複数の利⽤者が予約したい場合は図書から予約 
が便利です。 
利⽤者からの予約例 
複数の図書を連続予約できます。 
図書番号がわからない場合は“Enter”キーのみ押すと、図書の検索画⾯になりますのでそこ
から図書を探すこともできます。 

 
 
図書からの予約もほぼ同じ操作でできます。 
 
 
  



8. メインメニューのその他の機能 
⾒返却図書のクラス別⼀覧表や返却請求書の印刷ができます。 

 
 
貸出簿の管理 
貸出や返却業務を⾏っていくとトラブルが⽣じる場合があります。 
その場合の解決⽅法としてこの管理画⾯で編集してください。 
また、⻑い間には図書、利⽤者、貸出簿の各テーブルの連携が不正になることもあります。
“貸出簿調整”を実⾏するとテーブル間の連携が再調整されます。 

 

 
予約簿の管理も同様に編集できます。 

 
  



9. 各種の図書台帳 
図書台帳 
通常は期間を指定して印刷してください。 

 

 
 
図書分類別の台帳 

 
 
保管場所別台帳 

 
 
財源別台帳 

 



図書の登録年度別のクロス集計 
NDC 分類別の冊数集計 

 
NDC 分類別の⾦額集計 

 
 
同様に保管場所別、財源別のクロス集計ができます。 



10. 貸出ランキング表 
同⼀図書が複数冊ある場合は ISBN コードの⽅が正確なランキング集計ができます。 

 
 
 

 
 
クラス別貸出数集計 
 

 



11. 新年度の更新処理 
更新処理（１） 
卒業学年の利⽤者、貸出簿、予約簿の関連データを削除されます。 
この処理を実⾏する前にデータのバックアップコピーをしてください。 

 
 
更新処理（２） 
新年度の利⽤者番号（⽣徒番号など）を⼊れて“利⽤者番号の更新”ボタンを押します。 

 
 
Excelで新利⽤者番号を設定することもできます。 
Excel出⼒ ⇒ Excelでデータ編集して保存 ⇒ Excel⼊⼒ 
 
新⼊⽣の登録 
新⼊⽣の登録は“利⽤者登録”で⾏なってください。 
 
 
 
  



12. データファイルの時系列保存 
メインメニュー ⇒ バックアップコピー 
次のような画⾯が出ますので、“時系列バックアップ”を実⾏してください。 

 
 
保存先は、Macでは “書類”にWindowsでは“ドキュメント”に次のようなフォルダの中に
保存されます。 

 

 
13. システムのバージョンアップ 

図書館ソフトを終了して次のファイルを開くシステムのバージョンアップができます。 
なお、バージョンアップ情報は“らくらく学校図書館 FM”に記載しますので必要に応じてバ
ージョンアップを⾏ってください。 

 


